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《
日
本
国
憲
法
》

第
25
条

す
べ
て
の
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

《
労
働
基
準
法
》

第
１
条
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
満
た

す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)こ
の
法
律
で
定
め
る
労
働
条
件
の
基
準
は
最
低
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
関
係

の
当
事
者
は
、
こ
の
基
準
を
理
由
と
し
て
労
働
条
件
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《
最
低
賃
金
法
》

第
１
条
こ
の
法
律
は
、
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
に
つ
い
て
、
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、
も
つ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、

労
働
力
の
質
的
向
上
及
び
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
９
条
地
域
別
最
低
賃
金
は
地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び
に
通
常

の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
低
賃
金
の
役
割
と
目
的
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新
潟
県
最
低
賃
金
の
推
移
（
全
国
加
重
平
均
と
の
比
較
）

新
潟
県
最
低
賃
金

全
国
加
重
平
均

額
差

3

新
潟
県
最
低
賃
金
の
推
移

2
4
年
間
で
4
8
円
拡
大
し
た
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労
働
者
の
生
計
費

出
所
：
第

1回
本
審
資
料

No
7
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労
働
者
の
賃
金

備
考

2
0
2
5
春
季
生
活
闘
争
賃
上
げ
率

2
0
2
5
年
7
月
1
5
日
集
計
、
7
月
1
8
日
公
表

4
.
6
7
％

連
合
新
潟

2
0
2
5
年
7
月
1
日
集
計
、
7
月
3
日
公
表

5
.
2
5
％

全
体

連
合

4
.
6
5
％

3
0
0
人
未
満

2
0
2
5
年
5
月
2
2
日
集
計
（
第
1
回
本
審
資
料
N
o
3）

5
.
3
8
％

大
手

経
団
連

2
0
2
5
年
6
月
2
0
日
集
計
（
第
1
回
本
審
資
料
N
o
3）

4
.
3
5
％

中
小
企
業

第
1
回
本
審
資
料
N
o
3

5
.
0
8
％

全
体

新
潟
商
工
会
議
所

《
参
考
》

◇
連
合
：
有
期
・
短
時
間
・
契
約
等
労
働
者
の
時
給
賃
上
げ
率
：
（
概
算
）
：
5.

81
％

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
の
状
況
に
つ
い
て

組
合
員
数
に
よ
る
加
重
平
均

組
合
員
数
に
よ
る
加
重
平
均

集
計
組
合
数

集
計
組
合
数

集
計
組
合
員
数

集
計
組
合
員
数

13
9組
合

5,
16
2組
合

46
,8
18
人

円
％

2,
96
2,
66
1人

円
％

84
組
合

3,
67
7組
合

7,
50
0人

円
％

34
8,
83
3人

円
％

35
組
合

1,
48
5組
合

1,
35
6人

円
％

2,
61
3,
82
8人

円
％

49
組
合

6,
14
4人

円
％

38
4組
合

※
13
,7
02
円
÷
16
8時
間
＝
81
.6
円
／
11
,5
24
円
÷
16
8時
間
＝
68
.6
円

86
1,
30
5人

円
％

率
（
概
算
値
）

66
.9
8

5.
81

99
人
以
下

7,
92
3

3.
34

30
0人
以
上

16
,9
20

5.
33

10
0～
29
9人

12
,3
19

4.
49

時
給

（
加
重
平
均
）

引
上
げ
額

4.
65

平
均
賃
金
方
式

13
,6
11

4.
67

平
均
賃
金
方
式

16
,3
56

5.
25

30
0人
未
満

11
,5
24

4.
28

30
0人
未
満

12
,3
61

率

新
潟
集
計

全
国
集
計

20
25
年
回
答
(7
月
15
日
集
計
）

20
25
年
回
答
(7
月
1日
集
計
）

定
昇
相
当
分
込
み
賃
上
げ
計

定
昇
相
当
分
込
み
賃
上
げ
計

月
例
賃
金

額
率

月
例
賃
金

額
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労
働
者
の
賃
金

出
所
：
新
潟
労
働
局
「

NI
IG

AT
A 

Ni
ji

W
or

k 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
０
２
５
．
４
．
１
）
」
（一
部
抜
粋
）



7

通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力

新
潟
県
の
経
済
情
勢
（
第
１
回
本
審
資
料
Ｎ
ｏ
４
か
ら
抜
粋
）

◆
日
本
銀
行
新
潟
支
店
「
新
潟
県
の
金
融
動
向
・
基
調
判
断
（
２
０
２
５
年
６
月
３
日
）
」

・
県
内
景
気
は
、
原
材
料
高
の
影
響
な
ど
を
受
け
つ
つ
も
、
持
ち
直
し
て
い
る
。

◆
新
潟
財
務
事
務
所
「
新
潟
県
の
経
済
情
勢
報
告
（
令
和
７
年
４
月
２
２
日
）
」

・
〈
総
括
判
断
〉
県
内
経
済
は
持
ち
直
し
て
い
る
。

◆
第
四
北
越
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
株
）

「
マ
ン
ス
リ
ー
６
月
グ
ラ
フ
で
見
る
県
内
経
済
（
２
０
２
５
年
５
月
３
１
日
）
」

・
県
内
経
済
は
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
。


